
テーマ “tract”は「引く」
挨拶 皆さん、こんにちは。 「理解で覚える英単語」の時間です。

テーマ説明

・100から200文字程度

今日のテーマは『”tract”は「引く」を表す』です。

”train”といえば「電車」ですが、トレーニングという言葉 からわかるよう
に「鍛える」という意味もあります。
他にも「アトラクション」「ポートレート」「トラック」など、 ”tract”は意外と
日常的に多く潜んでいます。

知ると多くの単語を連鎖的に覚える事ができます。
今日も「理解」で覚えていきましょう。

見出し語
品詞と日本語

track
(名)競技場のトラック、通った跡
(動)～を追跡する

成り立ち 「引っぱた跡」から

単語の説明

・単語の意味
・100から200文字程度
・単語の成り立ち
・類似の単語との使い分け
・よく使われる熟語　など

“track”は陸上のコースを示す「トラック」です。
動詞では「～を追跡する」です。

物を引くと連続した跡がつくから「通った跡」、 また「通った跡」をたどる
から「追跡する」です。

ちなみに車のトラックは別の単語です。 ”truck”、”a” ではなく ”u”で
す。つづりに注意ですね。
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見出し語
品詞と日本語

attract  (動) 引きつける、魅了する
attraction (名) 遊園地の遊具、魅力、引力

成り立ち
at(その方向へ) + tract(引っぱる)→引きつける
attract + ion (名詞化)

単語の説明

・単語の意味
・100から200文字程度
・単語の成り立ち
・類似の単語との使い分け
・よく使われる熟語　など

“attract”は「引きつける、魅了する」、
“attraction”は名詞化で「遊園地の遊具、魅力、引力」です。

ここでの“at-”は前置詞”to”と同じ意味で方向を表します。 「その方向
へ引く」から”attract”で「引きつける」です。

重力でも磁力でも美貌でも楽しさでも「引きつけるもの」 なら、英語で”
attraction”と表現できます。

遊園地の遊具や施設が人の心を魅了するから 「アトラクション」です。
日常的に使われていますね。

見出し語
品詞と日本語

distract　(動)注意をそらす、気晴らしをする

成り立ち
dis(離れて) + tract(引っぱる)
→ 注意を引き離す

単語の説明

・単語の意味
・100から200文字程度
・単語の成り立ち
・類似の単語との使い分け
・よく使われる熟語　など

“distract”「注意をそらす」です。
反意語は先に挙げた”attract”になります。

“distance”が「距離」であることからわかるように “dis”は「離れて」を
表します。

対象物から「引き離す」から「注意をそらす」ですね。 多くの場合悪い
意味で、まれに良い意味でも使われます。
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